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はじめに

迷路破壊後に平衡障害が改善する現象､機構を前庭代償と呼ばれている｡これは脳の可塑性のモデ

ルと言われている｡ところが成人で両側迷路が高度に障害されると完全に代償できないことはよく知

られている｡ところが生後早期もしくは先天的に両側迷路が障害されたヒトではその平衡機能は障害

はほとんどないという報告がある｡今後宇宙などの活動の機会が生じてくる近未来では､迷路の働か

ない微小重力環境での代償が要求される｡よって幼君期に両側迷路機能が代償される機構を検討する

ことは重要と考えられる｡

我々は､今回下記の点を検討した｡

1)幼若動物に両側迷路破壊を実験的に作成すると平衡障害は生じないか｡

2)前庭代償での過程にどのような分子生化学的機構が関与しているか｡

3)臨床的に両側迷路障害の原因となることが多いゲンタマイシンはどのような機構で平衡障害をき

たすか｡
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